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食育の授業を行いました

4年生では「じょうぶな骨をつくるためにできることを考えよう」という学級活動を行いました。カルシ

ウムを骨に貯める「貯骨（ちょこつ）」は２０歳頃までがピークであるため、子供の時期に貯める必要

があります。じょうぶな骨を作るには、カルシウムを多く含む食品を進んで食べることやバランスよい食

事、好き嫌いしないこと。また、外で積極的に遊ぶこと、成長ホルモンの分泌の恩恵を受けられるよう

に午後８時から午後１０時の間には寝ることを学習しました。授業後の事後指導として、１週間の給食

でカルシウムチャレンジと称し、食べたものに色を塗って、どれだけ食べられたかを自分でチェックしま

す。学校の給食だけでは子供の１日に必要なカルシウムはとれないため、家庭でも牛乳やカルシウム

を無理なくとれる食べ物について、話し合う機会にしていただければと思います。

２年生では「やさいをたべてげんきになろう」という学級活動を行いました。給食では、野菜が多い

日は残ることが多いです。小さい頃の好き嫌いには味覚の発達が大きく関係しています。発達が未熟

であるため味や食感に対して大人より敏感です。この時期に好き嫌いのために苦手なものを食べな

いようにしていると味覚が発達せず、好き嫌いも増えてしまうことがあります。好き嫌いがあってもなく

ても小さい頃からなんでも食べてみることが大切です。授業では、野菜を食べると元気になれることを

話しました。また、野菜を食べられるようになるにはどうしたらよいかを話し合う活動を行いました。児

童一人一人が自分のめあてをもって、野菜を進んで食べようとする意欲をもたせるために、１週間の

給食でやさいチャレンジと称し、食べたものに色を塗って、どれだけ食べられたかを自分でチェックし

ます。ご家庭でも子供が苦手な食材にもチャレンジできるようにお声がけいただくようお願いいたしま


